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:ま え が き

最近 ,肉豚の枝肉格付上物率の低下が著しく,そ の改善

が強 く望まれている。

その原因として,品種の多様化によるところの無計画な

雑種生産は勿論のこと,特に多頭飼育による省力化のため

に飼料の不断給与による飼養法に問題があるのではないか

と考えられる。

そこで飼料給与時間の差異が産肉に及ぼす影響について

検討した。

2試 験 方 法

供試豚は当場生産子豚 L種 5腹 ∞頭を用い, I期 ,■ 期

に分け,各 表々 1,表 2の通 りに区分 した。

表 l I期試験区分

肥育終了時の屠体解体並びに屠体調査は豚産肉能力後代

検定の方法に準じて行った。

3 試 験 結 果

1 1期についての産肉成績

(1)発 育について : 肥育期間中の発育曲線を示すと図

1の通 りである。

試験開始後 4週から5週 目の中間において水道工事のた

め飲水の不足が生 じ発育が停滞 したはか肥育期間中の発育

は各区に顕著な差はみられなかった。
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I期 についての試験期間は昭和54年 5月 9日 から同年 9

月 5日 までの 120日 間 (群平均体重 358ん,か ら1023た,)
とし,■期については昭和 54年 12月 19日 から翌年 4月 16日

までの 120日 間 (群平均体重 337ん,か ら1026り )と した。

飼料は豚産肉能力検定飼料を用い,飼槽は 5口 の不断給

餌器を用い,給水はロスカット給水器により自由飲水とし

た。

表 3 1日 平均増体重並 びに飼料要求率

EX分

I期発育曲線

●)所要日数 と1日 増体重並びに飼料要求率について :

表 3に示す通 り,肥育期間の所要日数では対照区 1032

日,A区 ,B区 は 1046日 で差がなく対照区が僅かに早か

った。

開始体重及び終 了体重は対照区が

“

2化,か ら1021り ,

A区 324″ から1021ん,. B区 332ん,か ら10171t,だ った。

増体重は対照区 689り ,■ 区 6871,, BEXF 68 1り で 1

日平均増体重で表 わすと,対照区 6733± 5140夕 , A区
6726′ ± 5539夕 ,B区 6599± 5448′ で対照区と試験

区との間に著 しい差は認 められなかったが,やや B区が少

なo瀬向がみられた。

表 2 Ⅱ期試験区分
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A 区
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図 1
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354
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飼料要求率で示すと対照区 370, A区 354, 3区 325

と給与時間が短か くなるにつれて著しく低 くなる傾向がみ

られた。
0)屠体成績について : 屠体成績についてみると,表

4の通 りにロースの太 さにおいては対照区 175酬 ,A区
187凝 ,B区 197淵 で給与時F85が 短かくなるにつれて太

くなる傾向を示 し,又 ,背脂肪の厚さについても対照区よ

り試験区がやや薄い傾向がみられた。
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表 4 体 成績

その他の調査項目においては各区間にほとんど差は認め
られなかった。

2 ■期についての産肉成績
(1)発育について : 肥育期間中の発育曲線 を示すと図

2の通 りである。
A区 は対照区より,3区 はA区より劣っているが ,12週

(80")時点か らほとんど差が認め られな くなった。
●)所要日数 と 1日 増体重並びに飼料要求率について :

表 5に示す通 り開始体重及び終 了体重は対照区 347″か
ら1028″ ,A区 321切 から1019り,3区 345りから1026

切だった。

増体重 は対照区 681″ .■ 区 699り ,3区 680切 であ

り,肥育所要日数は対照区 96日 ,A区 1088日 ,3区 ll17 4

日だった。

1日 平均増体重で示すと,対照区 7187■ 9756′ ,五 区
6458± 4905,,3区 6377± 4115′ で給与時間が短縮
されるにつれて暫時増体重が少なくなる傾向を示 し,発育
の偏差についてみると給与時間が長 くなるほどバラつきが
大 きくなる傾向がみられた。

飼料消費量では対照区 2601″ ,A区 2545″ ,B区 2475
″ で,こ れを飼料要求率で示すと対照区 382,A区 864,
B区 363で対照区より試験区が低い傾向を示 した。
13)屠体成績について : 屠体成績についてみると,表

6の通 り背1旨肪の厚 さは試験区がやや薄い傾向がみられ ,

かつ枝肉評価得点が高い傾向がみられた。

その他の調査項目については各区間に顕著な差は認めら
れなかった。

表 5

図 2 1期発育曲線

1日 平均増体重並びに飼料要求率
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区 分
開始時体重
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増  体 重
(切 )

肥育所要 日数
(日 )

1日 平均増体重
(7)
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対照区

A 区

B 区

347± 330
321± 243
345± 369

102 8± 3 26

101 9■ 1 08
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699± 239
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96 01L 12 10
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1074± 1038

7187± 9756
6458± 4905
6377± 4115

260 1

2545
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表 6 と体 成績

4要    約

(1)I期 の試験について : B区 は発育においては対照
LX,A区 よりも劣るが飼料要求率が著 しく低 く,屠体成績
におけるロースの太さにおいても太い傾向がみられた。

したがって給与時間が 2時間であっても適用 されるもの

と考察 された。

(21 Ⅱ期の試験について : 給与時間 1時間の 3区 は発

育|,おいては対照区,A区 と比較してみると劣り,飼料要

求率でも対照区よりは低いが A区 との間にはとんど差がみ
られなかった。

屠体成績 におけるロースの太さにおいて B区が対照区と
A区 に比較 してやや細ι傾 向がみられた。

背脂肪の厚 さでは対照区より薄 く枝肉評価得点ではA区
が高い傾向がみられた。

以上のように産肉性や肉質からみて,給与時間が 2時間
の ものが もっとも適すると推考 される。
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